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メキシコ五輪銅メダルの真実　岡野 俊一郎オリンピアンかく語りき 第２回 

　第30回オリンピック競技大会（2012/ロンドン）で、サッカー日本代表チームは、男女とも感動的な熱い
戦いを見せてくれた。なでしこジャパンは日本サッカー界初の銀メダルに輝き、男子五輪代表チームも「４位」
という好成績だった。
　なでしこジャパンが銀メダルを獲得するまで、日本サッカー界唯一のオリンピックのメダルは、1968年のメ
キシコ大会での銅だった。長沼健監督との二人三脚でチームをまとめ、銅メダリストとなったのが岡野俊一郎
さんだ。その後、岡野さんは日本サッカー協会で会長等の重責を担い、2002年には日韓共催FIFAワールドカッ
プ大会を成功させた。同時に、国際オリンピック委員会（IOC）委員としても活躍するなど、日本スポーツ界に
多大な貢献をされてきた岡野さんにお話を伺った。 聞き手／西田善夫　文／山本尚子　構成・写真／フォート・キシモト

老舗和菓子店の
長男に生まれる
ーー	岡野さんのご実家は、東京の

上野駅の真ん前、「岡埜栄
泉」という有名な和菓子の老
舗店です。ご長男ですか。

そうです。

ーー	純粋の江戸っ子といえますね。
お生まれになったころはもう東京都でしたか。

東京市でした。中学受験のときには都立五中になってい
ました。

ーー		サッカーはいつから始めましたか。

サッカー部に入ったのは、五中の３年生のときです。

ーー		１、２年のときは何をやっていたのですか。

戦時中でしたから。中学２年で終戦になったのです。休み
時間に上級生をまねてボールを蹴る程度のことはしていま
したよ。戦時中はグライダーに乗っていました。グライダー
という英語も使えなかったから、「滑空班」と言っていま
したね。

ーー		都立五中は今は小石川高等学校ですが、ずいぶ
んモダンだったのですね。

校長が、英国のジェントルマンたることを目標にしていま
したからね。日本で一番最初に背広を制服にした学校な
んです。

ーー		ああ、私は小石川の近くですから、背広がかっこ
よかったのを覚えています。

第１回全国中等学校
蹴球選手権大会に出場
ーー		戦後復活した全国中等学校蹴球選手権大会の

第１回に出場されているんですね。東京代表にな
るのは大変でしたか。

ええ。ライバルは高等師範
付属、今でいう筑波大付属
です。他に都立九中、今の
板橋の北園高校。それから
都立十中などでした。これ
は今の西高ですね。

ーー		第１日第１試合が都立
五中と広島高等師範の
対戦だったそうですね。相手チームには、そのの
ちともに日本サッカー界を支え発展させていく長
沼健さんがいらしたという。

０対５でやられました。長沼や木村ら、相手FW（フォワー
ド）の名前は全部覚えています。そのまま関西学院大学
の黄金時代を築いたメンバーで本当に強かった。

小石川高校 3年

小学校入学
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せんよ」と言われました。

ーー		実にいい気風の学校ですね。

そうなんですよ。僕らの学年は83人が現役で東大に入っ
たという小石川高校の記録を持っています。当時、全国第
１位でした。合格して東大の駒場キャンパスに行ったら、ど
このクラスにも高校の仲間がいる。だからサッカー部に入
らなかったら、友達が広がることはなかったでしょうね。

東京大学理科II類へ
進学
　 
ーー		1950年、合格されたのは理科Ⅱ類ということで

すね。医学部も理Ⅱですか。

そうです。僕らのときは理Ⅰと理Ⅱしかありませんでした。

ーー		岡野医師（せんせい）になる可能性もあったの
に、なぜならなかったのですか。

カエルの解剖をやって嫌になっちゃったんです。
「うえー、これが人間だったら絶対にできない」と思ってや
めました。卒業するときは、文学部心理学科でした。

ーー		１年のときからサッカー部へ？

いいえ、入学式の前からです。駒場キャンパスで入試の発
表を見た帰りに御殿下グラウンドを通りかかったら、ちょ
うどサッカーの練習中だったのです。そこでキャプテンら
しき人に「合格したので入れてください」と。

ーー		そのキャプテンは、岡野さんが全国大会出場選
手だと知っていたのでしょうか。

いえ、僕はいくつかの私立大学から誘いは来ていたんです
けどね。先輩がいたので慶應大学の練習に参加したこと
はありました。実は飲み代が欲しくて、受験料の高いとこ
ろを探して、慶應の工学部と早稲田の政経学部あたりを
受験したことにして、両親から受験料をもらったんです。
当日は友人の家で寝ていましたが、僕は全部合格したこと
になっているんです。

ーー		長沼さんに伺ったのですが、前日、先生が都立五
中の練習を見て、「10番さえマークすればいい、
あいつをつぶせ」とおっしゃったそうです。それが
岡野さんだったのですね。

都立五中から
都立小石川高校へ
ーー		サッカーを続ける志

は当時もう固めていら
したのですか。

いや、好きだったですけ
ど、それほど真 剣 には
……。ただ他にやること
がないんです。何かすると
いったら集まって麻雀くら
いですね。

ーー		それで東京大学に入学
されるんですから。

僕らの時代は、予備校に２年間行っていたようなものなん
ですよ。都立五中は旧制中学の５年制でした。僕らが４年
生になるときに新制高校に切り替わり、都立小石川高校の
１年生になったのです。その年、旧制高等学校の最後の試
験があったわけ。旧制一高は今の東大、旧制二高は東北
大学、旧制三高は京都大学です。受かるはずがないと思っ
て受験だけしてみましたが、やはり落ちました。

ーー		だから高校２年、３年のときは予備校のようなも
のだったと。

はい。もう授業へはあまり出ませんでした。小石川高校では
「先生」と言ってはいけないので、挙手をして「○○さん、
腹が減ったので弁当食べていいですか」 「しかたないで
すね。周りが気が散らないように隠して食べなさい」とか。 
試験のときに監督の先生がいないときもありました。

ーー		カンニング自由じゃないですか。

別に辞書をひいてもかまわない、と。ただし「身につきま

東大 1年の頃
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メキシコ五輪銅メダルの真実　岡野 俊一郎

国際試合で審判として笛を吹くことが多かったですね。そ
の間、プレーも続け、オール東大チームの東大ＬＢ（ライ
トブルー）で天皇杯３位になったり、サッカー仲間と社会
人サッカーの全国大会である全国都市対抗サッカー選手
権対抗に出場したりしていました。

ーー		東京都代表ですか。

はい。「トリッククラブ」というチームでした。トリックとは
ＴＲＩＣＫで、Ｔが東大、Ｒが立教、Ｉがインターナショナ
ル、Ｃが中央、Ｋが関学です。東京にいる各校ＯＢで所属
チームのない連中が集まったチームです。

「大正力」の
プロサッカー構想

あまり知られていませんが、1957年ごろ、読売新聞社の
正力松太郎さん、いわゆる大正力（だいしょうりき）さん
がプロサッカーを立ち上げようとしていたんです。世界一
周をして各国でスポーツ
をご覧になって、世界で
一番盛んなのは野球で
はなくサッカーだと。読
売がプロ野球をつくっ
たのだから、次はプロ
サッカーをつくろうと。

ーー	ほう、そんなことが。

１チームじゃできない。では後楽園と話をして、後楽園と
読売で１チームずつ持ち、日本中を帯同して回って、プロ
を育てようという構想でした。しかし日本蹴球協会（現・
日本サッカー協会）の理事長が呼ばれて行ったときに、
「とんでもありません。サッカーでは客が呼べません。無
理です」と断ってしまったのです。その大分前に、後楽園
の重役から僕に電話がかかってきて、「もし後楽園がプロ
サッカーをつくったら、君やるかね」と打診されていたの
で、実現していたら僕がプロ第１号選手になっていたかも
しれません。

ーー	その発想がのちに、大正力さんの死後、1969年
10月、「読売サッカークラブ」の誕生へとつな

ユニバーシアードで
ヨーロッパ遠征
ーー		東大では１年から大活躍をされたそうですね。

リーグ戦が秋に５
試合しかないんで
す。東大の総得点
が５点で、僕はそ
のうち４点取りま
した。それで関東
学生選抜に選ばれ
ました。３年のと
きに第１回全国大学選手権ができ、昔の明治神宮外苑競
技場、今の国立競技場で開催されました。そこで優勝し、
得点王になり、ユニバーシアード日本代表に選ばれまし
た。1953年に、ヨーロッパに40日間の遠征です。往復旅
費が40万円。大卒の初任給が8,000円の時代ですよ。

ーー		50カ月分……。個人負担ですか。

一応ね。もちろん先輩が集めてくれましたが。そのときに
長沼や木村も一緒でした。55年には日本代表に選ばれ、
ビルマ・タイ遠征に参加しました。

審判をしながら
東大コーチ
ーー		1956年のメルボルンオリンピックの代表候補で

もあったのですね。

はい。ところが選手をクビになってしまったので、「もうい
いや」と思い、大学を卒業したあとは、店をやる以上、簿
記を学ぼうと思い、神田神保町の簿記学校へ通い始めま
した。それで空いている時間に、東大のコーチをやるよう
になったのです。

ーー		その後のサッカーとのつながりは？

僕は国際審判員の候補の第１号でした。だから、国体や

東大 / 第 1 回大学選手権優勝（1953）  前列左が岡野氏

日本代表検見川合宿（1966）
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がっていったわけですね。

デットマール・クラマーの
通訳として
ーー	岡野さんは1960年に日本代表ユースチームの監

督に、62年には日本代表ジュニアチームの監督
に、そして63年から日本代表チームのコーチにな
られました。その間、日本蹴球協会は64年の東京
オリンピックを見据え、60年に「日本サッカーの
父」と呼ばれるデットマール・クラマー氏を招へ
いしました。岡野さんは長沼健監督のもと、代表
コーチを務めながら、クラマーさんの通訳をされ
たそうですが、何かご苦労はありましたか。

ドイツ語で苦労しまし
た。学生時代に第二外
国語でドイツ語は取りま
したが、いつも試験前に
ドイツ語の堪能なやつ
に重要ポイントを教えて
もらってそれを暗記して
臨んでいたのです。だか
らほとんど覚えていなくて、クラマーとは片言でのやり取
りでした。むしろ彼に、「選手はドイツ語は全くわからな
い。英語ならわかる。だから英語を勉強してくれ」とアドバ
イスしました。

ーー	岡野さんがクラマーさんの英語の先生だったわ
けですね。

そうなのですが、すぐにうまくなりましたよ。クラマーさん
のお母さんにかわいがってもらって、「私の息子だ」と言わ
れて、亡くなるまでずっとお付き合いしていました。

メキシコオリンピックで
銅メダル
ーー	東京オリンピックでは日本代表はアルゼンチンを

破り、ベスト８になりました。そして、1968年のメ

キシコオリンピックでは３位となり、岡野さんご
自身も銅メダリストになられたのでしたね。

メキシコ協会の友人、アントニオ・ロッカが現地で選手登
録してくれました。当時、日本代表チームは日本オリンピッ
ク委員会（JOC）に選手枠を減らされました。その枠に登
録したのです。コンピューターのない良い時代でした。

ーー	地元メキシコを２対０で破っての銅メダル獲得、
盛り上がりましたよね。

テレビのモーニングショーに出たりしましたからね。それ
までサッカーの“語りぐさ”といえば、36年のベルリンオ
リンピックで、優勝候補のスウェーデンを３対２で破った
試合だったんですよ。もう耳にタコができるほど聞かされ
てきた。東京オリンピックでアルゼンチンに勝ったとき、
八重樫茂生選手が「岡野さん、これでもうベルリンの話
は聞かなくて済みますよね」と言っていました。

ーー	八重樫さんらしいですね。メキシコ以降は、メキ
シコでの銅メダルが“語りぐさ”となっていった
わけですね。ロンドンオリンピックの男女の代表
の活躍で、新たな“語りぐさ”が生まれたでしょ
うか。

だとしたら、うれしいですね。

信頼で結ばれた
長沼・岡野コンビ
ーー	長沼さんと岡野さんのコンビは、例えば「情の人」と
「知の人」という言い方をされることがありますね。

クラマー氏と（1967 年ごろ）

メキシコオリンピック銅メダル（1968）

オリンピアンかく語りき 第２回 
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そう言われますね。長沼が団長兼監督、僕がコーチ兼通
訳兼マネジャーで、22～23人の選手を連れて南米から
ヨーロッパから、ずっと回っていました。僕らは性格的に
も正反対でした。
一番わかりやすい
のは、長沼は酒が
一滴も飲めないの
です。海外遠征をす
るとき「乾杯」は僕
の役目で、彼はいつ
もジュースでした。

ーー	はあ。一滴も飲めない人と、一滴も残さない人が
一緒に組んでいたのですね。

そういうことです。長沼は非常に情があって、腹が太くて、
みんなの意見をよく集約してくれる。彼がいたからこそ、
僕は逆に厳しくやれました。僕が厳しい要求をして、最後
は長沼がまとめてくれるという、互いに信頼感がありまし
た。長沼が亡くなる直前、奥様に「何かあったら全部、岡
野に相談しろ」と言い遺したそうです。

「三菱ダイヤモンド・
サッカー」の名解説

ーー	1968年から東京12チャンネル（現・テレビ東京）
で「三菱ダイヤモンド・サッカー」の放送が始ま
り、岡野さんは解説をなさいました。金子勝彦ア
ナウンサーとのコンビは、野球でいえばNHKの
大先輩である「志村正順アナウンサー＆小西得郎
さん」のコンビに匹敵する素晴らしさでしたね。

「まあ、なんと申しましょうか」の小西さんでしょう。昔、
NHKで出演者パーティーがあったときに、小西さんが僕
のところに来てくださって、「あなたの解説はいいですよ。
このまんまでおやりなさい」と言ってくださったのです。あ
の言葉は忘れられないですね。

ーー	僕も小西さんの弟子なんですよ。あの方の話術は
魅力にあふれていましたね。

解説を始める前に、誰を見本にして勉強したらいいのか、

NHKの運動部長だった小林貫二さんに相談したんです
よ。すると相撲の神風さんを勉強しなさい、ということで
した。もう一人の解説者の玉の海さんは「あー、この勝負
は、うー」とやります。でも神風さんはスパッと核心に入
る。「岡野さんはそちらのタイプだから」と。

ーー	神風さんの解説は明快でしたね。

はい。僕は日本経済新聞
の「あすへの話題」という
コラムで書いたことがあ
るんです。「現在、神風さ
んの系譜をひいているの
は舞の海さんだ。理にか
なってわかりやすい。だ
から僕は舞の海さんの解
説を非常に楽しみにして
いる」と。のちに舞の海さ
んと、トリノオリンピック
でたまたまお会いしたときに、「いいことを書いていただ
いて」とお礼を言われました。まさか本人が読んでいたと
は思わなかった。

鈴木文弥アナウンサーと
ケンカ
ーー	クラマーさんからも何かアドバイスされたことが

あるとか。

国立競技場で日本代表とユーゴスラビア代表の試合が
あったときに、NHKから初めて解説を頼まれたのです。そ
の試合のためにクラマーにデータをもらったときに、「解
説は、センテンスは短く、しゃべりはチャーミングに」とい
うアドバイスをもらいました。
僕は、NHKの大ベテランアナウンサーとケンカしたことが
あるんですよ。

ーー	鈴木文弥さんですか。

はい。打ち上げのときに、少し酔った勢いで、「文弥さん、
名前は間違えないし速いし素晴らしい。だけど全部一人で
やってしまう。もう少しセンテンスを短くして、僕が入れるよ

人気を博したダイヤモンドサッカーの最終回
左は金子勝彦アナ（1988）

盟友長沼健氏と（1998 年ごろ）
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うにしてください」と。そうしたら怒っちゃってね。あの人は
怒ると僕のことを「俊一郎」ではなく「俊太郎」と呼ぶんで
す。「俊太郎、おまえは生意気だ」と。当時、中継回数は少
なかったのですが、始まる前にお互いにどうやろうかミー
ティングをして、終わった後にまた反省会をして、画の大き
さ、カメラ位置も含め、ずいぶん話し合ったものです。

ーー	文弥さんは僕のバレーボール実況の先生です。ラ
ジオ放送では、「左側にそれました」「右側に落
ちました」などと言わなければならないのです。
それをつい「向こう側にボールが落ちました」と
言ったら、終わった後、「西田、ムコウガワは兵
庫県だ」と言うんですよ。僕が理解できないでい
たら、「甲子園のそばを流れているのは武庫川
で、あそこは兵庫県だ」って。そんなユーモラスな
しかり方で、口移しで指導してもらいました。
岡野さんは1990年にNHK放送文化賞を受賞さ
れましたよね。

はい。あれは早すぎたと思っていますが。

ーー	いや、岡野さんはサッカー解説という分野で、一
つのスポーツジャーナリズムを構築されたのです
よ。放送界への大きな功績です。

JOCとのかかわり
ーー	さて岡野さんといえば、もう一つ、国際オリンピッ

ク委員会（IOC）委員という顔をお持ちでした。
岡野さんが日本オリンピック委員会（JOC）とか
かわるようになったのはどういういきさつがあっ
たのでしょう。

長沼監督のもとで、東京とメキシコのオリンピックで代
表チームのコーチをした実績を日本体育協会が評価して
くださって、河野謙三さんが体協の会長になった1975年
に、日体協の理事になりました。当時、昭和一桁生まれの
理事が同時に３人誕生したのです。

ーー	他にどなたがいましたか。

レスリングの笹原正三さんと水泳の福山信義さんです。あ
のころは「昭和生まれ」ということで、新聞にも大きな見

出しで取り上げられました。僕の役職は「競技力向上委員
長」でした、すると日体協の一委員会だったJOCと絡むこ
とになるわけです。それでJOCの常任委員になり、77年に
JOC総務主事になりました。

モスクワオリンピックの
ボイコットが契機となって
ーー	つらかったご体験だと思いますが、1980年のモス

クワオリンピックのボイコットのときは、どういう
立場でしたか。

柴田勝治さんがJOCの
委員長で、私はナンバー
２の総務主事でした。
じわりじわりと政府から
圧力が来て、本当にき
つかったですね。柴田
さんも、選手たちは４年
間努力してきたのだから何としても行かせてやりたい。そ
の夢をつぶすなんてとんでもないという考え。だから「何
とかしよう」と二人でいろいろ努力を重ねました。しかし
結局は政府の圧力と河野会長の意向で投票になり、ボイ
コット賛成が過半数を超えたわけです。

ーー ボイコットが決まったとき、柴田さんに「おまえ、
JOCの将来の在り方を考えておけよ」と言われ
ました。その一言が、ある意味ではJOC独立へ踏
み出すことになる僕の第一歩でした。

「笑話会」の若いエネルギーが
JOC独立に結びつく
ーー	僕は「昭和会」だと勘違いしていたのですが、岡

野さんは「笑話会（しょうわかい）」というのをつ
くっておられたのですね。

はい。柴田さんにJOCの将来像をと言われて、僕は一応、
独立論の案をつくって持っていったのです。ところが柴田さ
んは「わかった。だけど、これは時期尚早だから金庫へ入れ
ておくよ」と。どこの金庫に入ったかはわかりません。

モスクワオリンピック不参加会見（1980）
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「もう少し考えろ」と言われたので、全競技団体が独立に
賛同してくれなければ意味が無い。それならば、各競技団
体の昭和一桁世代の連中を仲間に入れて、われわれの年
代で話し合おうと、日体協とJOCの役員の12人を集めて
会合を開いたのです。第１回は1984年の１月と記憶して
います。水泳は古橋廣之進さん、バレーボールは松平康
隆さん、卓球は荻村伊智朗さん、アイスホッケーは堤義明
さんなどでした。

ーー	そうそうたるメンバーですね。

あるとき、先輩の体協理事に呼び出されて、「『昭和会』な
るものをやっているようだが、造反する気かね」と聞かれま
した。運良く召集の手紙を持っていたので、「笑って話す
会ですよ。競技団体の垣根を外して、日本のスポーツ界が
どうあるべきか語り合っているんですよ」と説明しました。
JOCの将来像について、それぞれの立場で率直に話そう
と回を重ね、結局は皆が「やっぱり独立しようじゃない
か」と。そのエネルギーが独立に結びついたんですね。笑
話会はずいぶんと続きましたが、徐々に昭和一桁が年寄
りになり、流れ解散しました。

ーー	その結果、JOCは日体協から独立。89年のこと
でしたね。

はい、89年８月７日です。財団法人日本オリンピック委員
会として独立した法人になりました。おふくろが亡くなっ
た日ですので、忘れません。

金メダルへのプレゼンター
ーー	岡野さんがIOC委員になられたのは、1990年9月

ですね。その語学力と国際感覚を生かして活躍さ
れ、昨年、定年に伴い退任され、現在は名誉委員
になられています。
オリンピックが終わったばかりですが、IOC委員
といえばメダルのプレゼンターの役割があります
よね。北島康介選手と伊調馨選手に金メダルを
かけたシーンを覚えています。

北島選手にはアテネ、北京と２回連続で渡しました。やは
り日本人に渡すのは気持ちいいですね。

ーー	そうか、連続だったので
すね。あれは日本が勝っ
たら岡野さん、負けたら
別の方というようになっ
ているのですか。

いえ、基本的には最初から決
まっているんです。

ーー	あ、そうなんですか。では
別の国の選手に授与す
る可能性もあったのですね。そう考えると、自国
の選手に授与するという体験は大変名誉なこと
ですね。

僕は割とついていて、初めてIOC委員として行ったバルセ
ロナ大会（92年）では、柔道の古賀稔彦くんに金メダル
を渡しているんですよ。心残りといえば、サッカーにも渡し
たかったなあ。
長野大会（98年）のとき、サマランチIOC会長が配慮して
くれたことがありました。冬季大会では、女子フィギュア、
アイスホッケー、ジャンプ団体の３種目は会長自らがプ
レゼンターになるという不文律があったのです。ところが
僕がスケート会場にいたら会長から電話がかかってきて、
「すぐ表彰式へ来い。ジャンプの団体で日本が優勝した
からおまえが渡せ」と。そこで金メダルだけ僕が渡して、銀
と銅は会長からということになりました。

ーー	へえ、わざわざそんなことが。

マグマの溜まってきた
若手をどう噴火させるか
ーー	ロンドンオリンピックでは、日本代表選手団は金

メダルこそ７個という数でしたが、金銀銅合わせ
て日本史上最多の38個という好成績を挙げまし
た。僕はかねがね、国民のスポーツ文化への意識
として、金メダリストだけでなく、銀メダリスト、銅
メダリストについても記憶に留めておいてほしい
と思っています。彼らは、次への金メダルへとい
う希望につながりますからね。

アテネオリンピックで北島康介選手
を表彰（2004）
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そうそう、北京では金メダルを多く取りましたが、ほとんど
がベテランでした。その点、今回は次のリオに期待が持て
ますね。
僕が日本サッカー協会の会長になったとき、記者会見で
「会長の仕事は３つしかない」と言いました。１つは、競
技の普及。もう一つは、強化。そして３つめが財政の裏付
け・確立だよ、と。よく競技の普及において、底辺が広が
れば自ずと頂点も伸びると錯覚されている人がいますが、
これはうちの店のまんじゅうと同じで、底辺が広がっても
上は丸くなるだけなのです。トップ選手が国際レベルで好
成績を挙げないと、メディアは取り上げてくれない。トップ
選手の好成績で、メディアが取り上げる噴火現象で裾野
は広がる。しかしそこからさらにトップの強化が、各競技
団体の重要な仕事です。
大事なのは次の若手がどれだけ来ているか。マグマがどれ
だけ上がってきているか。噴火準備中の若手がどれだけい
るか、なのです。

ーー	エネルギーの爆発ですね。

そうです。人材をどう育て、どう噴火させるか、各競技団体
は財政的に厳しい中でのがんばりどころですね。

2020年東京オリンピック
招致の成功に向けて
ーー	2020年の夏季オリンピック招致都市の決定は来

年９月７日に迫っています。

ブエノスアイレスでのIOC総会ですね。トルコのイスタン
ブールとスペインのマドリードが残っています。

ーー	私は東京で開催しないと、オリンピックは進歩し
ていかないと考えます。経済状態を考えると、ま
ずスペインは難しいですよね。
イスタンブールは、イベントの専門家たちがヨー
ロッパとアメリカからアジアの一角に乗り込んで
きて、終わったら「はい、次のイベントへ」という
イメージがあるんですよ。
東京ならば、組織的に機能させることができる。
これからもフェアなオリンピック・ムーブメントを
継続させていくためには、日本で開くことが一つ

の使命ではないかと……。

はい、おっしゃりたいことはわかります。東京は2016年
の招致では敗れましたが、二つの弱点があったと思いま
す。一つは南米ではまだ一度もオリンピックが開催されて
いなかったこと。これは東京は２度目でマドリードとイス
タンブルは初めてと、2020年にも続く難しい問題です。
もう一つは、日本は投資をしなかった。日本の企画による
国際会議やスポーツの国際大会など、IOC委員が自然に
集まる仕掛けをつくることができませんでした。それで、一
番美味しいオリンピックだけくださいといってもそれは無
理ですというのが僕の考えです。その点、今回は前回の立
候補がすでに一つの投資となっていますからね。

  

スポーツ人生を振り返って
ーー	中学生でサッカーを始めて以来、岡野さんのス

ポーツ人生を振り返っていただくと、生きたス
ポーツ史のように思えます。ご自分でも幸せだな
と思うことはありますか。

うーん、スポーツのほ
うの人生を見れば幸せ
だと思いますね。しか
し小さくても商売をし
ています。そちらや家
族との時間はずいぶ
ん割いていますので、
必ずしもスポーツに携わっていてよかったことばかりでは
ないですね。もう少しこちらをやってみたかったとか、人
間だからいろいろありますよ。
振り返れば、僕はクラマーと出会ったことで、サッカーで
ある程度の成績を挙げ、そこから体協・JOCへ入っていっ
た。簿記を身につけて店の経営を、という青写真からは大
分変わりましたが、クラマーとの出会いが一つの転機だっ
たのでしょうね。

スポーツ基本法について
ーー	昨年、スポーツ振興法制定以来、50年ぶりに「ス

ポーツ基本法」が成立しました。今後、日本がス
ポーツを通じて目指す社会の在り方に向け、今年

ベッケンバウアー氏、
クラマー氏と（1997/ フランス）
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３月、「スポーツ基本計画」が策定されました。こ
れらは今後、スポーツ界にどのように影響を与え
ていくでしょうか。

スポーツ基本法は国の法律ですから、実際に施策として
実現されていくためには予算措置が必要です。ここまで、
鈴木寛文部科学省副大臣や遠藤利明衆議院議員など若
手政治家の方たちにいろいろご尽力いただきましたが、こ
れで終わりではなく、今後もよろしくお願いしたいところ
ですね。こういう時代なので難しいことも多いと思います
が、一つでも多く具体化していけるようやっていただきた
いと思います。

ーー	スポーツ振興における新たなスタート地点として
ということですね。

スポーツの素晴らしさを
語り部（かたりべ）として伝えていく

スポーツは「今こそが大事」と僕は考えています。人間、
便利になると体を動かさなくなります。しかも今の便利さ

は、頭も使わなくてよかったりするでしょう。コミュニケー
ションの苦手な人も増えているようですが、スポーツを通
じて体を使い、仲間をつくり、一緒に何かをしていくのは
とても大事なことです。
そんな日本の最大の問題点は、スポーツをする場がまだ
まだ少ないということです。土地の生産性にばかり目が
向けられて、スポーツ施設は赤字だと言われる。しかしそ
れらの問題は、スポーツ基本法の中でどんどん解決してほ
しいと願っています。見た目には赤字かもしれないけれど
も、長い目で見ればいろいろなプラスがあるんだよという
ことを広く知らせていかなければなりません。

ーー	まずは国民に広めて知らせて納得してもらうとこ
ろからですね。

はい、それには僕らのようなスポーツにかかわってきた人
間が、いろいろなところでスポーツの素晴らしさを語り継
いでいかなければなりませんね。

ーー	本当にそうですね。わかりました。どうもありがと
うございました。

メキシコ五輪銅メダルの真実　岡野 俊一郎
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サッカーの歴史

日本代表、メキシコ五輪に出場。３位決定戦
で地元メキシコに勝利し銅メダル獲得、同年
FIFAが新設した「FIFAフェアプレー賞」を受賞

メキシコ五輪日本代表が、ユネスコの１９６８年
度フェアプレー賞を受賞

天皇杯全日本サッカー選手権大会の参加資格
をJFA全加盟チームに開放、予選大会として
地域で大会が実施される

財団法人化。（財）日本サッカー協会（JFA）に
名称変更

全国から優秀な選手を集めた教育制度、
セントラルトレーニングセンターをスタート

FIFAワールドユース・トーナメント
（現・FIFA  U-20 ワールドカップ）を日本で開催

欧州と南米クラブの王者が世界一の座をかけて
対決する「トヨタ ヨーロッパ / サウスアメリカ
カップ」開催

日本女子代表チームを初めて編成し、第4 回
アジア女子選手権（現・AFC 女子アジアカッ
プ）（香港）に臨む

プロ選手の登録を認める
「スペシャルライセンスプレーヤー制度」を制定

高円宮憲仁親王殿下がJFA 名誉総裁に
就任される

日本オリンピック委員会（JOC）に加盟

日本女子サッカーリーグ（現・なでしこリーグ）
が開幕。第１回大会は６チームが参加

2002 年、FIFA ワールドカプの開催国として
正式に立候補を表明

1968

1969

1972

1974

1977

1979

1981

1986

1987

1989

    昭和43　

昭和44

 昭和47

昭和49

昭和52

          昭和54 　  

     昭和56　

   昭和61　

  昭和62　 

  平成１　  

    

サッカーの歴史

・・・・世相・・・・岡野俊一郎氏 略歴

香港が中国に返還される1984

日中平和友好条約を調印1978

東北、上越新幹線が開業1982

アポロ11号が人類初の月面有人着陸1969

ロッキード事件が表面化1976

東海道新幹線が開業1964

大日本蹴球協会創立、
初代会長に今村次吉が就任

大日本体育協会に加盟

国際サッカー連盟（FIFA）に加盟
（1950 年～再加盟）

協会旗章「３本足の鳥」を制定

第１回近畿国体に参加

国際サッカー連盟（FIFA）に日本蹴球協会と
して再加盟

FIFA ワールドカップ（スイス大会）の
地域予選に初出場

アジアサッカー連盟（AFC）創設（５月）と同時
に加盟（10 月）

市田左右一常務理事（当時）が、日本人初の
FIFA 理事に就任。以降 1969 年に野津謙会長
（当時、第４代）、2002 年に小倉純二副会長
（当時、現・会長）が就任

日本初の外国人指導者、デットマール・クラ
マーコーチ（当時、西ドイツ）が来日。基礎
技術を重視した指導で日本代表を強化

日本代表、東京五輪出場。アルゼンチンに勝
利しベスト８進出を果たす

実業団８チームが参加し、
日本サッカーリーグ（JSL）が開幕
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大正10

大正14

昭和4

昭和6

昭和21

昭和25

昭和29

昭和33

昭和35

  昭和39

 

昭和40

朝鮮戦争が勃発1950

安全保障条約を締結1951

日本の高度経済成長の開始1955

オイルショックが始まる1973
1947 日本国憲法が施行

1945 第二次世界大戦が終戦

1931 岡野俊一郎氏、東京に生まれる

1964 岡野俊一郎氏、東京五輪に日本代表コーチ
として参加

1970 岡野俊一郎氏、
日本代表監督に就任（～1971/10）

1968 岡野俊一郎氏、メキシコ五輪に
日本代表コーチとして参加、銅メダル獲得
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日本代表、メキシコ五輪に出場。３位決定戦
で地元メキシコに勝利し銅メダル獲得、同年
FIFAが新設した「FIFAフェアプレー賞」を受賞

メキシコ五輪日本代表が、ユネスコの１９６８年
度フェアプレー賞を受賞

天皇杯全日本サッカー選手権大会の参加資格
をJFA全加盟チームに開放、予選大会として
地域で大会が実施される

財団法人化。（財）日本サッカー協会（JFA）に
名称変更

全国から優秀な選手を集めた教育制度、
セントラルトレーニングセンターをスタート

FIFAワールドユース・トーナメント
（現・FIFA  U-20 ワールドカップ）を日本で開催

欧州と南米クラブの王者が世界一の座をかけて
対決する「トヨタ ヨーロッパ / サウスアメリカ
カップ」開催

日本女子代表チームを初めて編成し、第4 回
アジア女子選手権（現・AFC 女子アジアカッ
プ）（香港）に臨む

プロ選手の登録を認める
「スペシャルライセンスプレーヤー制度」を制定

高円宮憲仁親王殿下がJFA 名誉総裁に
就任される

日本オリンピック委員会（JOC）に加盟

日本女子サッカーリーグ（現・なでしこリーグ）
が開幕。第１回大会は６チームが参加

2002 年、FIFA ワールドカプの開催国として
正式に立候補を表明
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サッカーの歴史

・・・・世相・・・・岡野俊一郎氏 略歴

香港が中国に返還される1984

日中平和友好条約を調印1978

東北、上越新幹線が開業1982

アポロ11号が人類初の月面有人着陸1969

ロッキード事件が表面化1976

東海道新幹線が開業1964

大日本蹴球協会創立、
初代会長に今村次吉が就任

大日本体育協会に加盟

国際サッカー連盟（FIFA）に加盟
（1950 年～再加盟）

協会旗章「３本足の鳥」を制定

第１回近畿国体に参加

国際サッカー連盟（FIFA）に日本蹴球協会と
して再加盟

FIFA ワールドカップ（スイス大会）の
地域予選に初出場

アジアサッカー連盟（AFC）創設（５月）と同時
に加盟（10 月）

市田左右一常務理事（当時）が、日本人初の
FIFA 理事に就任。以降 1969 年に野津謙会長
（当時、第４代）、2002 年に小倉純二副会長
（当時、現・会長）が就任

日本初の外国人指導者、デットマール・クラ
マーコーチ（当時、西ドイツ）が来日。基礎
技術を重視した指導で日本代表を強化

日本代表、東京五輪出場。アルゼンチンに勝
利しベスト８進出を果たす

実業団８チームが参加し、
日本サッカーリーグ（JSL）が開幕
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昭和40

朝鮮戦争が勃発1950

安全保障条約を締結1951

日本の高度経済成長の開始1955

オイルショックが始まる1973
1947 日本国憲法が施行

1945 第二次世界大戦が終戦

1931 岡野俊一郎氏、東京に生まれる

1964 岡野俊一郎氏、東京五輪に日本代表コーチ
として参加

1970 岡野俊一郎氏、
日本代表監督に就任（～1971/10）

1968 岡野俊一郎氏、メキシコ五輪に
日本代表コーチとして参加、銅メダル獲得

S p o r t  H i s t o r y

2002FIFA ワールドカップを韓国と共同開催。
32試合を日本で開催し、ブラジルの優勝で閉幕。
日本代表はベスト16進出。世界が 
ルドカップ " と 賞賛
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日本代表、AFCアジアカップ（中国）に出場
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る、「日本サッカー殿堂」創設
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日本女子代表、FIFA 女子ワールドカップ
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U-23 日本代表、なでしこジャパン（日本女子
代表）ともに北京五輪に出場。なでしこジャパン
が４位
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S p o r t  H i s t o r y

・・・・世相・・・・岡野俊一郎氏 略歴

日本代表、メキシコ五輪に出場。３位決定戦
で地元メキシコに勝利し銅メダル獲得、同年
FIFAが新設した「FIFAフェアプレー賞」を受賞

メキシコ五輪日本代表が、ユネスコの１９６８年
度フェアプレー賞を受賞

天皇杯全日本サッカー選手権大会の参加資格
をJFA全加盟チームに開放、予選大会として
地域で大会が実施される

財団法人化。（財）日本サッカー協会（JFA）に
名称変更

全国から優秀な選手を集めた教育制度、
セントラルトレーニングセンターをスタート

FIFAワールドユース・トーナメント
（現・FIFA  U-20 ワールドカップ）を日本で開催

欧州と南米クラブの王者が世界一の座をかけて
対決する「トヨタ ヨーロッパ / サウスアメリカ
カップ」開催

日本女子代表チームを初めて編成し、第4 回
アジア女子選手権（現・AFC 女子アジアカッ
プ）（香港）に臨む

プロ選手の登録を認める
「スペシャルライセンスプレーヤー制度」を制定

高円宮憲仁親王殿下がJFA 名誉総裁に
就任される

日本オリンピック委員会（JOC）に加盟

日本女子サッカーリーグ（現・なでしこリーグ）
が開幕。第１回大会は６チームが参加

2002 年、FIFA ワールドカプの開催国として
正式に立候補を表明

1968

1969

1972

1974

1977

1979

1981

1986

1987

1989

    昭和43　

昭和44

 昭和47

昭和49

昭和52

          昭和54 　  

     昭和56　

   昭和61　

  昭和62　 

  平成１　  

    

サッカーの歴史

・・・・世相・・・・岡野俊一郎氏 略歴

香港が中国に返還される1984

日中平和友好条約を調印1978

東北、上越新幹線が開業1982

アポロ11号が人類初の月面有人着陸1969

ロッキード事件が表面化1976

東海道新幹線が開業1964

大日本蹴球協会創立、
初代会長に今村次吉が就任

大日本体育協会に加盟

国際サッカー連盟（FIFA）に加盟
（1950 年～再加盟）

協会旗章「３本足の鳥」を制定

第１回近畿国体に参加

国際サッカー連盟（FIFA）に日本蹴球協会と
して再加盟

FIFA ワールドカップ（スイス大会）の
地域予選に初出場

アジアサッカー連盟（AFC）創設（５月）と同時
に加盟（10 月）

市田左右一常務理事（当時）が、日本人初の
FIFA 理事に就任。以降 1969 年に野津謙会長
（当時、第４代）、2002 年に小倉純二副会長
（当時、現・会長）が就任

日本初の外国人指導者、デットマール・クラ
マーコーチ（当時、西ドイツ）が来日。基礎
技術を重視した指導で日本代表を強化

日本代表、東京五輪出場。アルゼンチンに勝
利しベスト８進出を果たす

実業団８チームが参加し、
日本サッカーリーグ（JSL）が開幕

1921

1925

1929

1931

1946

1950

1954

1958

1960

1964

1965

大正10

大正14

昭和4

昭和6

昭和21

昭和25

昭和29

昭和33

昭和35

  昭和39

 

昭和40

朝鮮戦争が勃発1950

安全保障条約を締結1951

日本の高度経済成長の開始1955

オイルショックが始まる1973
1947 日本国憲法が施行

1945 第二次世界大戦が終戦

1931 岡野俊一郎氏、東京に生まれる

1964 岡野俊一郎氏、東京五輪に日本代表コーチ
として参加

1970 岡野俊一郎氏、
日本代表監督に就任（～1971/10）

1968 岡野俊一郎氏、メキシコ五輪に
日本代表コーチとして参加、銅メダル獲得
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フォトギャラリー

東大時代／日本代表候補合宿（1953） 東大／第1回大学選手権優勝（1953）（前列左が岡野氏）

1960年の都市対抗大会で優勝（左から4人目が岡野氏、右端が長沼氏） 東京オリンピック選手村にてクラマーコーチの話を聞く（1964）

メキシコ五輪銅メダルの真実　岡野 俊一郎

小石川高校3年 東大1年の頃3歳の頃 小学校入学

東京オリンピック日本代表チーム／選手村にて（1964） 釜本選手等とテレビ出演（1964）
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日本代表検見川合宿（1966） クラマー氏と（1967年ごろ）

メキシコオリンピック日本代表チーム（1968）

パルメイラス戦ベンチ（1967） メキシコオリンピック銅メダル（1968）
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フォトギャラリー



日本代表検見川合宿（1968）

メキシコ五輪銅メダルの真実　岡野 俊一郎

海外遠征出発（1970）（後列左から二人目が岡野氏）

代表監督時代／ミュンヘンオリンピック予選（1971／ソウル） モスクワオリンピック不参加会見（1980）

第1回冬季アジア大会団長／左は旗手の橋本聖子
選手（1986）

海部俊樹氏の総理就任を祝う会で
ご夫妻と（1989）

ワールドカップ招致活動（1994／アメリカ）

人気を博したダイヤモンドサッカーの最終回
左は金子勝彦アナ（1988）

新生JOCの専務理事に就任（1989）
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高円宮名誉総裁とサッカーを楽しむ（2002）

協会創立80周年パーティーにて（2001）

盟友長沼健氏と（1998年ごろ）

天皇皇后両陛下天皇杯準決勝ご観戦（2001）

アテネオリンピックで北島康介選手を表彰（2004）

FIFAブラッター会長にワールドカップ開催計画書を提出（1995）

ベッケンバウアー氏、クラマー氏と（1997／フランス） イタリアサッカー協会100周年レセプションでローマ法王に謁見（1998）
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フォトギャラリー



日本スポーツマンクラブ会長として挨拶（2011）

2016年東京オリンピック・パラリンピック招致活動（2009）

バンクーバー冬季オリンピックレセプションにて髙木選手と（2010）

メキシコ五輪銅メダルの真実　岡野 俊一郎

叙勲を祝う会で挨拶（2004）

朝日スポーツ賞受賞（2002）
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